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三三七拍子、実際には何拍子？

『三三七拍子』は「三拍子

＋三拍子＋７拍子」と思って

おられる方は多いのではない

でしょうか？。

残念ながら実際には4拍子(

4/4拍子→１小節の中に４分音

符が４つ入る拍子)になります。

音楽的に日本の拍子は４拍

子で頭打ち拍子と呼ばれてお

り、農耕民族で畑を耕すリズ

ムがこれにあたるとされてい

ます。

逆に裏打ちや３拍子は、騎

馬民族であるヨーロッパの人々

などがこれに当たります。西

洋音楽は、優雅で軽い感じの

音楽になります。

三三七拍子の間を休符と置

くと下記譜面の通り、○○○

休／○○○休／○○○○／○

○○休であり、４拍子に当て

はまります。

三三七拍子自体を始めたの

は明治大応援団の初代団長で、

レガッタの応援の際に『勝っ

た ほうが いい／勝った

ほうが いい／勝った ほう

が いいっ たら 勝った

ほうが いい』というかけ声

に合わせて拍手ができるよう

にと考えて作られたそうです。

一度は太平洋戦争で途絶えま

したが、戦後に復活し、三三

七拍子として受け継がれまし

た。

そして、後に六大学野球の

応援で知名度が上がり、中学

や高校の応援団もやるように

なり、今日に至っているそう

です。（2013/08/28付「朝日

新聞」より）
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ステンレス豆知識

土中のステンレスの耐食性

土に埋めたステンレスで心配なの

は、孔食とすきま腐食です（孔食は、

海水のような塩化物イオンの多い環

境下で不動態被膜が局所的に破れ、

その部分が孔状に腐食する現象。す

きま腐食はステンレス同士が重なっ

ている部分のすきまで海水が滞留し

た箇所で不動態被膜が破れて腐食す

る現象）。

米国の標準局は、1910年から何十

年という長期間、米国各地でいろい

ろの金属の試験片を土中に埋めて腐

食の試験を行いました。

SUS304についての14年間の結果で

は、試験を行った13地域の土のうち、

10地域は孔食を生じないが、生じで

もごく軽度でしたが、3地域では深い

孔食を生じていました。SUS316は15

地域での同じ期間の試験で、全く孔

食を起こしま

せんでした。

日本でも試

験を行ってい

ます。SUS304

は地域によっ

て孔食やすき

ま腐食を発生

しましたが、S

US316なら大丈

夫という結果

でした。SUS31

6の水道管は、

多数の都市でメーターまわりの配管

に、以前の鉛管に代わって使われて

います。（『トコトンやさしい錆の

本』日刊工業新聞社）
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